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資料紹介
続経済学者の追悼文集（八）
?
原 四 郎
I 
今年はフリードリッヒ・エンゲルス (1820-1895)没後100年にあたるので，彼を記念す
る刊行物がいくつか出はじめているが，私はそれに関係したこともあって，ェンゲルスの
人と思想について再考する機会を持った。そしてエンゲルスの追悼文を編集した文集を読
んで，一般に思想家の追悼文集のもつ意味についてもあれこれ考えて見た。本稿はまずこ
の点についてしるしてみたい。
思想家の研究にとって，信頼するに足る伝記（自伝や評伝をふくむ）があれば，それに
拠ることで研究は多くを得ることができる。エンゲルスについていえば，マイアーの二巻
本の伝記 (Mayer,G., Friedrich Engels, 1934)は今でもまずかえり見らるべきすぐれた
ものだが，半世紀以上も年月を経た現在，より豊富な新資料に基いた伝記の出現が望まれ
る。戦後いくつかの伝記があらわれ，わが国にも紹介された，ェンゲルス生誕150年記念に
出たゲムコー編『フリードリッヒ・エンゲルス，伝記』 (1970,土屋保男•松本洋子訳， 1972)
やイリチョフ編「エンゲルス伝』 (1970,独訳第二版1975,近江谷左馬之介訳，労働大学，
1983年）は，最近の研究や資料を利用した包括的な伝記であるが，ソ連や東独の前衛党中
央委員会直属のマルクス・レーニン主義研究所から複数の人々の共同労作として公刊され
たという特徴をもっている。私はこれらを参照するとともに，やはり1970年に東独のディ
ーツから出た追憶文集 (/cherinnere mich gern…, Zeitgenossen uber Friedrich Engels, 
Zusammengestellt und eingeleitet von Manfred Kliem, 栗原佑訳『エンゲルスの追憶』，
国民文庫， 1971年）を読んで見た。
編者の「まえがき」によれば，この「追憶集は，労働者階級のためにたたかったフリー
ドリヒ・エンゲルスの生涯にわたる斗争と，カール・マルクスにたいする深い友情を，そ
れぞれ多くのエピソードやスケッチでしめすであろう」。おさめられている26人の文章は，
エンゲルスの父（フリードリヒ・エンゲルス， 1796-1860)がいろいろな人にあてて息子
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について書いている手紙とか，ェンゲルスの友人で詩人であったゲオルグ・ヴェールト
(1785-1868)がエンゲルスのことを母あてに書いた手紙とかのようなものもあるが，大
部分は，ェンゲルスの死後友人や知人によって書かれた（その大部分は公表された）もの
をあつめたものである。 26人の最後にレーニンの「フリードリヒ・エンゲルス」をおいて
全体をしめくくっているのは，本書が上掲の二つの偲記と基調を同じくするものであるこ
とを示しているが，カウッキーやベルンシュタインの文章もふくんでいて，幅広い立場で
選択された追悼文集となっている。
一般に追悼文集は，故人の人柄や業績を顕彰するという意図が基礎にあって，故人に批
判的な，あるいは故人と立場を異にする人々の文章は入ってなく，従って故人の人間や思
想を理解するうえに一定の限界があるといいうるかもしれない。それだけに，追憶文の中
にふくまれている故人の肉親や故人と私的に特に親密な関係にある人々の文章は注目に値
いする。彼等の文章には他人には書けないような卒直な筆致で故人のエピソードが語られ
ることがあるからである。その点で本集の中では父の手紙やマルクスの娘であるエリナー
(1855-1898) とラウラ (1845-1911)の文章などはおもしろい（この二つの文章は『モ
ールと将軍―マルクスとエンゲルスの回想』（ベルリン， 1965,栗原佑訳，国民文庫，全
2冊）にもおさめられている）。とくにラウラの「フリードリヒ・エンゲルスについての個
人的追憶」は，マルクスとエンゲルスが「風貌だけではなく，気質や性格の点でも，考え
方や感じ方でも，きわだった特長のある，たがいにちがった個性をもつ人物」であること
を，具体的な実例で，時には二人の間のつぎのような口論を紹介してながらのべているこ
とが興味深い。どんな分野でもエンゲルスにとって重要でないものはなかった。「晩年には，
彼のところに住んでいたフライベルガー夫人が医学の試験をうける準備をしていたので，
助産にかんする書物をも読み始めたほどだった。マルクスはエンゲルスに向って彼がいろ
いろのものに頭をつつこんで精力を分散し，それも『世のなかのために働くことなど考え
ずに』ただおもしろ半分にやっているといって責めた。ところがエンゲルスの方では，こ
のマルクスのお小言にこう言って返礼した。『私はよろこんであのロシアの農業事情にかん
する公刊物を燃やしてしまうだろうに。これが年来君のじゃまをして『資本論』の完成を
妨げたのだから！』」。
『エンゲルスの追憶』の最後の四人， S・ムーアとV・アードラーとW ・リープクネヒ
トとE・ベルンシュタインの文章は，ェンゲルスの1985年8月5日の病状，死とそれにつ
づく葬式やイーストボーンでの灰の入った壺の海への投下までのことをのべている。
私がこれまで紹介してきた多くの追悼文集がそうであったように，それらは，満中陰か
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一周忌の時に参会者に遺族からくばられたもので，そこには葬儀の式次第や弔辞などが紹
介され，故人が他界した直後に書かれた遺族，親戚．知人，同僚などの追悼文がおさめら
れていた。ところが三周忌や七周忌．さらに没後10年,30年後に出版される追悼文集には．
当然執筆者の範囲もヨリ広範になり，故人をしのぶ筆致もヨリ客観的・多角的になる。葬
儀など死去の前後の事情の叙述がすくなくなって，故人の生涯全体にわたる追憶が読まれ
るような構成がとられ，『エンゲルスの追憶jがそうであるように，巻末に年譜が附された
り，また故人の文章や詩歌や手紙などがおさめられたりすることもすくなくない。没後間
もなく出た文集にも．かなりの年月をへて周到に編集された文集にも，それぞれ特色があ
るが．この『エンゲルスの追憶』のような，生誕150年記念に出された追悼文集は，生涯の
伝記として読まれてよい豊富な内容を，種々な人々の追憶文という特殊なスタイルの文章
のとり合せという手法で編集したユニークな讀物ということができるだろう。なお本書の
巻末に附せられた139の注解は，本書をエンゲルスの伝記として読む場合の参考に役立つこ
とだろう。
I 
以下最近よむことができた日本の経済学者の追悼文集を故人の五十音順にいくつか紹介
する。
(1)青山秀夫 (1910-1992)
『青碧』第19号， 1993年4月，青山秀夫先生追悼青山会（京大経済学部青山ゼミの機
関誌） B4版， 194ページ。巻頭に遺影9葉。
はじめに青山会世話人一同の「青山秀夫先生を偲んで」，そこで「本号を敬愛する青山和
夫人に捧げます」とされている青山和夫人の「ごあいさつ」があり．ついで年譜．略歴．
「青山秀夫先生の主要な学術上の業績』（「青碧』 16号， 1985年より転載）．「青山先生の主
要な著書及び論文」（これは経済原論や統計学の講義案や『京都新聞』に連載された「時の
ことば」などをふくむ詳細なものである）．「近況報告」（故人が『青碧』 2-18号の巻頭に
書いた文章をあつめたもの。いずれも短文だが，故人の思想や経済学に対する姿勢がよく
あらわれている）がおさめられている。つぎに「青山先生追悼行事について」．「青山秀夫
先生のご葬儀と弔辞」（日本学士院長脇村義太郎，森嶋通夫，建元正宏）がある。
本論の「青山先生の思い出」は107人の追悼文で卒業年順•50音順に配列してある。 1941
年卒業から1968年学部卒（他に大学院卒の 2名）までの人々の書いたもので，その中から
目についたものをいくつか紹介しよう。
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「ポアンカレとベルグソン」 森嶋通夫。
私は京大時代は，社会学に関しては先生の仕事を見ているだけの「門前の小僧」であっ
た。しかし先生は社会学者となる為の読書指導をしてくれた。なかでもポアンカレとベル
グソンを読めとの教示は，今も私の心のなかに生きている。いまだに哲学色が濃厚な社会
学の分野で，科学的理論を打ち立てるには，この2人は一誰もそういわないが まさ
に必読の人である。
学徒出陣の時に，先生はポアンカレとベルグソンの岩波文庫を私に呉れた。私はそれを
海軍で余暇があるごとに読みついだ。 1 冊だけ残っているベルグソン~は先生が戦後
先生が返して欲しいと言われたので，もはや手元にない一には懐かしい私の書き込みが
残っている。
「経済学やるなら先ず数学を」 市村慎一
今でも先生との最初の面接の時をよく覚えている。「経済学を真剣に勉強しようと思いま
すが，どういうふうにやればよいでしょうか」と尋ねた私に，先生は腕組みをしたままで
「う一ん」と言ったままで，しばらくして，「もし経済学をやろうというのなら，まず数学
をやりなさい」と言われたのである。私は尋ねた，「どんな数学を，どの程度やればよいの
でしょうか」。先生の答は的確であった。「一応到達すべき所は，園正造先生の『高等教科
代数学』と末網・荒又の『微分・積分学］上巻と窪田の『解析幾何学』でしょう」。……数
十年の後，先生とこの事を思い出話としてしたことがある。その時の先生の答は，「政策論
や社会学は年をとってからでもできますし，やがて自然にわかることが多いんだから」と
いうのである。
「青山先生との半世紀」 伊藤史朗
先生が学士院会員になられて，その研究補助を受けて始められました研究プロジェクト
は，「福田徳三がわか国の経済学確立過程において示した貢献を考察するとともに，福田の
仕事を評価するためにマーシャル経済学の見直しを行う」という日本の近代経済学黎明期
に関するものでした。．．，…この研究会は最後の病床につかれる直前の1991年 5月まで続け
られました。
この晩年の福田徳三研究については，脇村義太郎が1992年 2月19日の葬儀の弔辞の中で
もふれているし，青山が『京大広報』第344号 (1988.1 . 15) に書いた随筆の中でもふれ，
いま「マーシャルや福田徳三などを読み返している」とのべている。
なお著作集全6巻と『青山秀夫先生の学問と教育』（追悼集）が刊行の予定。
(2)大槻正男 (1986-1980)
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『大槻正男—学と人一」大槻正男一学と人一刊行会編，大槻正男著作集別巻，楽滸
書房， 1981年12月，定価5000円， A5版346ページ。巻頭に遺影11葉，とびら挿絵伊勢信子。
編集委員会代表桑原正信の「編集後記」によれば，一周忌に刊行する計画の本書は「先
生のたんなる「想い出』集としてではなしに，先生の学問体系と学問精神とを理解するた
めの，より見体的にいうならば『大槻正男著作集」全6巻を理解するための資料」たらし
めんとするものである。全体は 3部にわかれ，「学と人・その一」には明治生れの30人，「学
と人・その二」には大正・昭和生れの33人，「学と人・その三」には近親の 6人の文章を生
年順におさめてある。最後に故人の「プリンクマンの想い出」と「私の歩いて来たあし跡
の覚え書」の二篇が収録されている。
「学と人・その一」の中の渡辺庸一郎，東畑精一，近藤康男，桑原正信らの文章は，大
槻の農業経済学・経営学の特徴をこもごも語って有益であるが，ここでは，「学と人・その
二」の中の飯沼二郎「大槻農業経営学の根底に在るもの」の一節を紹介するにとどめる。
飯沼が1946年12月に大槻をたずね，いま「イギリス農業革命の研究をしている」といっ
たら，「イギリスでは二毛作ができるかね」とたずねられ，答えに窮すると「二毛作ができ
るかどうかも分らなくて，農業革命が分るかね」といわれた。飯沼が「イギリスはじめ西
洋農業の技術史的研究をはじめたのは，この大槻先生のお言葉による」。大槻が和辻哲郎の
『風土』に示唆を与えたことは有名であるが，飯沼によれば，大槻が風土のちがいに関心
をもったのは，大槻が宮城県下の寒村に育って後それとは風土の著しくちがう北海道や東
京や京都で長く生活したことと，中学時代にキリスト教に触れ，弱き者に対する同情心を
もつとともに神の前にはすべて平等であるという思想をもったからである。大槻のこうし
た考え方の一例として，飯沼が在日朝鮮人のために『朝鮮人』という雑誌を出しているこ
とを大槻に話したら，早速多額の購読料を送ってもらったというエピソードを書いている。
「先生の独創的なお仕事は，このようなヒューマニズムの精神……を基礎としてはじめて
生れ出たものと考える」。
「学と人・その三」にある弟大槻虎男「家兄正男の想い出」や甥得志中旬「伯父の思い
出」や次女伊勢信子「父のことども」などは，大槻の人柄をよくつたえた文章で感銘ふか
い。大槻虎男は兄についてつぎのようにのべている。「自分は農民以上の生活はしないとも
いっていた。ドイツ留学がきまった時，船は三等に乗る，革のケースは要らぬ，柳行季を
もってゆく，坊主頭はそのままと主張して， ドイツに長く留学した岳父小此木信六郎をハ
ラハラさせた」： 「晩年彼が持った情緒生活の感現は，「自分は邪悪な人間であるjであっ
た。…一生彼は人間の業としての醜に泣いた」。
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(3)時永淑 (1922-1990)
『法政』，法政大学，第17巻第7号， 1990年9月， 2-9ページ，遺影と 5月18日の経済
学部葬の写真。
「思師時永先生」，平林千牧
30年以上まえに時永のゼミに入った平林は，「先生はなにか主流なるものに身を置くこと
はなかった」といい，「先生は，学部生時代の懸賞論文『スミス価値論の意義と限界』でデ
ビューしたわけだが，それもスミス＝市民社会という流行の図式とはかなり色合いの異な
るものであった。……確かなことは，先生はスミス研究から出発し，戦術的なオルタナテ
イプをあれこれ用いたにしろ，結局スミス研究に立ち帰られたということである。そして，
それはマルクスの理論を学説史上に奪取するという戦略に由来するものであったし，それ
に十分成功したことは間違いない」とのべている。
つぎにスティーンソン，時永淑• 河望裕康訳『カール・カウッキー1854-1938』の書評
を岡田裕之が書き，最後に時永淑主要著作一覧がある。著書編書に『経済学史』『経済原論』
など13点，訳書にマルクス『剰余価値学説史』など13点があげられている。
『経済志林』法政大学経済学会，第59巻第1号， 1991年6月，時永淑教授追悼論文集，
1-168ペー ジ。
巻頭に「時永淑教授追悼号に寄せて」経済学部長伊藤陽ーがあり，日高普，平林千牧，
嶋田力夫，小黒佐和子，水田健の 5論文，中村恒矩の研究ノートが続き，最後に略歴と業
績目録がある。なおこれよりも，平林千牧編『経済学説史研究』（時永淑先生還歴記念，時
潮社， 1882年）の末尾についている略歴と文献目録の方が詳細である（外国留学時の記載
や，事典辞典の執筆項目などをふくむ）。
経歴の中に1960年3月法政大学で経済学博士の学位を得たとあるが，論文のテーマは「リ
カードとマルクスとにおける労働価値論の生成史的研究」 (1955-59年に『経済志林』に発
表された諸論文にもとづくもの）であった。
また『経済学史学会年報』第28号 (1990年11月）に嶋田力夫が追悼文を書いている。
おびただしい業績が示すように，故人の関心はスミスやリかードなど経済学史の領域と，
『資本論』の理論的研究の他，マルクス以降の経済学にもまた社会主義の問題にもむけら
れていた。故人は外国留学のとき，マルクスとエンゲルスの跡をたずね，その記録を窯慎
入りで月刊誌『法政』に連載したが（「私のマルクス・アルバム」 1~ 1,1975-76), 毎
号おくっていただいたその旅行記には私がたずねられなかった所も出てきて，愛読したも
のである。後でまとめられなかったのが惜まれる。
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I 
(4)平田清明 (1922-1995)
157 
『情況』情況出版株式会社，第2期第6巻第4号， 1995年5月1日，追悼平田清明。 116
-142ペー ジ。
水田洋と今井弘道の二本が収録されている。水田の方は平田との個人的な交友関係を軸
としながら平田の人と思想を語ったもの，今井の方は平田の『市民社会と社会主義』 (1969
年）を中心に平田の問題提起をどううけつぎ発展さすべきかを論じたもの，前者は追悼文
の性格がつよく，後者は評論的スタイルをとっている。
水田は「平田清明—薩摩藩家老の後裔ー―-」で，東京商大で 4 年後輩の平田に1946年
秋はじめて会い，同じ高島善哉のゼミに人った平田と同じ特別研究生として「ふたりとも
古典をよんで夜を徹することが多かった」が，やがてさきに水田が就職した名古屋大学経
済学部へ平田も転職してくる。名古屋時代に平田は『経済科学の創造』 (1965年）と『市民
社会と社会主義』 (1969年）を公刊し，さらに第二の大著『経済学と歴史意識』 (1971年）
を出して，学界での位置を確立する。その後彼は，名大から京大に転じ，定年後神奈川大
学に勤めた後，彼の父祖の地—彼は薩摩藩家老平田鞘負の子孫である の鹿児島経済
大学の学長に招かれる。水田はこうした平田の足跡をたどりながら，平田が「歴史家であ
るより理論家であり，またことばの特殊な意味で政治家であった」，また思想史家としては，
ケネーの「経済表」の分折に功績をあげる一方，ケネーの思想史的位置づけは不十分だっ
たとし，「幸福なナルシシスト」としての平田清明像をえがいている。
今井弘道は「『市民社会と社会主義」から『市民社会主義』ヘー一斗Z田清明『市民社会と
社会主義』の現代的意義一~ で，現代から見てこの著書のもつ意味をたずね，ソ連の弾
圧をうけたチェコのコミュニストたちの現論的苦悩を，ロシア・マルクス主義が看過した
「市民的自由と社会主義との結合」の問題とうけとめて，「党機能と国家機能との混同」の
問題や「プロレタリアート独裁」の問題を吟味するなかで，マルクスの中から「個体的所
有の再建」や「アソシアシオンとして自覚的に連合した自由なる個人」の問題に照明をあ
たえる。今井はこのような主張は「東独の崩壊に続く一連の社会主義体制の崩壊，その後
のそこへの西欧的市民社会原理の導入の不可避性を先取りして」おり，「非西欧社会主義の
問題性は適確に掴まれていた」とのべている。
今井はこの平田の主張の意味を， リーデル『市民社会の概念史』をふまえて検討し「平
田においてはその唯物史観とマルクス主義的経済主義がその視野を決定的に制約してお
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り，市民社会における政治的契機を正当に評価することを疎害している」と評し，この制
約を克服してレーニン批判をマルクス批判にまで徹底させ，「市民社会主義」の主張を展開
すべきだとのべている。
私は今年の年賀状をもらって平田が鹿児島で新しい仕事に意欲的にとりくんでいる事を
知り，その活躍を期待していただけに，急逝の報に接してショックをうけた。そのたより
にはもう一度アダム・スミスを勉強したいとかかれてあったのである。
(5)古谷弘 (1920-1957)
『経済学論集』第26巻第3・4合併号， 1959年6月。
巻頭に故人の遺影をかかげ，つづいて矢内原忠雄「追悼の辞」，木村健康「古谷教授を誅
ぶ」があり，略歴と主要著書及び論文目録とがおさめられている。故人は1956年10月東大
経済学教授に昇任したが，その後一年もたたぬ1957年8月に静岡県今井浜海岸で遊泳中に
心臓麻痺で急逝した。追悼号はその 1年半後に出たわけである。
矢内原総長の追悼の辞は，故人が1942年9月大学を卒業してすぐ助手に任せられてから，
理論経済学とくに近代経済学を専攻し，内外の学界でその業績が注目されはじめ，とくに
新著『現代経済学』（弘文堂， 1957年）が刊行されたのに「それに対する同学の士の批評を
聞くこともなく，君は36オの若さをもって，俄かに他界された」この「経済学部のホープ」
の死をいたんでいる。木村健康は，故人が経済分析用具にマスターするだけでなく，「同時
に鍛練した武器を用いて，……同学の新進経済学者との日本経済に関する共同研究におい
て，つねに指導的役割をはたしていたこと」や，故人が「経済問題をいわば『哲学的』に
思索する必要を感じて，カントやヘーゲルを幡いた（……り），マクス・ウェーバーの著作
を耽読したこともあった」と書いている。
『経友』東京大学経友クラブ，第24号， 1962年9月。
芳賀半次郎 「古谷先生」
故人の東大におけるそしてまた大学教師としての最初の講義だった「ヴィクセルの『国
民経済学講義』をテキストにした原書講読と経済数学に関する特殊講義」に出席した筆者
は，当時先生は「まだ28,9オであったわけですが，すでに人生の教師であり軍なる職人と
しての数理経済学者ではありませんでした」といい，故人が学生時代教会にいったこと，
また本当は経済学部でなく文学部に進みたかったことを聞いたとものべている。その校正
を手つだった遺著『現代経済学』には，執拗なまでのロジックの追求と，技術的なトゥー
ルを伝統的な経済学の角度から見直して理論経済学の新たな息吹を与えるという二つの特
徴を「遺憾なく示してくれ」ていると書いている。
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私は故人と同じ1920年に生れ， 1942年に母校の大学の助手に採用されるまではほぼ同様
の経歴であった。私がロンドン大学に留学中に故人は不慮の死をとげたわけである。故人
の二倍以上の長い人生を送って来た私は，残念ながらその業績の一端（ヒックス『景気循
環論』の訳業や柴田敬『ヒックス景気循環論批判』（弘文堂， 1952年）に対する書評など）
にしかふれていないが，今この追悼文をよんで同時代の研究者として思うことが多い。
(6)宮本常ー (1907-1981)
宮本の追悼文集は，すでに 2度にわたってとりあげた（『続経済学者の追悼文集』 (2)
と (3))。今度は，宮本が1972年以来理事をしていた「日本生活学会」の会報の宮本常一
先生追悼号を紹介する。
『生活学会報』第8巻第2号（通巻18号，編集発行日本生活学会， 1981年6月30日， 106
ペー ジ， 800円。
編集後記（大島）には，宮本が「 1月30日に亡くなって以来，この追悼号の準備をすす
めはや5ヶ月が過ぎてやっと出来た」。また「巻頭の遺稿二編のうち，『国土開拓史を探る
ために』は，最後の御入院中に書かれたもので， 200字詰用紙20枚ほどで途切れています。
…御元気になられて，最後まで書き上げていただきたかった，と残念でなりません」とか
かれている。
巻頭に遺稿二編をのせる。はじめに川添登の「宮本常ー先生の遺稿二篇について」があ
る。「国土開拓史を探るために」の後に香月洋一郎の附記がついている（他の一つは「海洋
文化と福岡」）。つぎに1991年8月に宮本の郷里山口県大島郡東和町で開催される第三回サ
マーセミナーの紹介があり，そのあと「宮本常ー先生を偲んで」がはじまり， 19人の文章
(5人は女性）がおさめられている。はじめの3人（高松圭吉，相沢詔男，宮本千晴）の
文章はやや大型の活字で組まれ，いずれもかなりの長文である。つづく 16篇は活字もやや
小さく，やや短文である。ここでははじめの三篇を紹介するにとどめる。
葬儀委員長をつとめた高松圭吉は，「指導者・宮本常ー」で，「宮本さんの物の見方・考
え方，そして人柄は渋沢敬三先生を下敷にしているといっても過言ではないと思う。渋沢
先生は柳田国男先生にないものを宮本先生に求めた筈である」とのべ，また「学間の方法
は違うが，宮本さんと横井時敬の間に私は或る点で共通したものを感ずる」ともいってい
る。二人とも農村の指導者の養成に力を傾け熱意をもやしたからである。高松は，宮本が
農村の指導者としてどんな実践をやったかということを，宮本が郷里の山口県大島郡東和
町に1980年3月にはじめた郷土大学が中野忠昭という青年との出会いを通じてどうして生
れ，発展したかをくわしくのべることで説明している。
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建築家相沢詔男は「宮本常ー先生をしのんで」の中で，宮本から何をどのようにして学
んだかを具体的にかいている。「私は先生からしかられている人を見てうらやましいと思っ
た。自分も早くきつくしかられるほどの力をつけたいと考えた。先生のしかり方は，もの
ごとを一面的に見るな，ということが基調になっていたと私は受けとめている。ある考え
方や意見を先生にぶつければ，必ず反論が返ってきた。まるで自分の考え方が問違ってい
ると思わせるほど厳しいものであった。しかしよく最後まで聞いていると，別な見方や考
え方もあるのだ，ということを教えてくださっていた」。
葬儀を手伝った時のことがつぎのように書かれている。「私の係は次々と寄せられる弔電
の整理と通夜の留守番であった。……700通ほどの弔電は県別にして名前だけを張り出し
た。弔電の中には，読ませていただいているうちに涙が出そうになったものが数多くあっ
た。小さな離島からのものほど悲しみは大きかった」。
しよけんし
宮本の次男宮本千晴は「世間師の学」で父のことをつぎのように語っている。父の学問
への関心は純粋でないところがあるが，それは，一つは父は生活のために書き話した。「人
に飼われることに慣れるのが恐かったからであろう」。「もう一つは，何とかして現実の社
会問題を解決するのに役立てたいという願望である。そのための知識が欲しい，そのため
にはもっと深い理解がいるという意識である。それはまた人間の生きる姿を見てゆく場合
に，その美しい側面，尊ぶべき側面を見落さないようにしたいという姿勢にもつながる」。
しよけんし
このような「発想の原点となったのは，郷里の大島でいう世間師という人物像」だと宮本
はいう。それは「世間を広く歩いて，とくに深く理解してきた人のこと」をさすのだが，
宮本の一生はまさに世間師の一生であり，彼の学問研究は世間師の必要から生れたもので
あった。「父にとっては，日本文化の形成史を解明することさえ，アイヌ問題や部落問題を
正しく解決したいという望みと無関係なものではなかった」。
最近宮本の伝記がはじめて刊行された（長浜功『坊復のまなざし一宮本常ーの旅と学
問一』，明石書店， 1995年）は，私が紹介した 3つの追悼文集とともに，宮本の伝記研究
に貴重な文献となるであろう。
後記，本稿を草するにあたりつぎの方々の御支援御協力をえた。記して謝意を表する。
水田洋，重田晃一，水田健，細川元雄，松田博，田口英治。
本誌第44巻第6号所蔵の「続経済学者の追悼文集（六）」の「大隅重信」の項の大隅は大
隈の誤植である。
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